
平成２９年度 学力向上グランドデザイン
田村市立都路中学校

＜教育目標＞
主体的に学び、

＜生徒の実態＞ 豊かな心をもった生徒の育成 ＜保護者・地域の願い＞
○１年：新入生調査 国 ○進路目標の実現

算 ○学力や体力の向上
○２年：NRT 国 数 ○安全・安心な学校

英 理 ＜重点目標＞ ○学校と保護者・地域の連携
社 「主体的・対話的で深い学び」の実

○３年：NRT 国 数 現に向けた授業改善を行い、学力を
英 理 向上させます
社

ＰＬＡＮ⇔ＤＯ

現職教育委員会（戦略を立てる）⇔教科担任・学年担当・各校務分掌担当（戦術を練り、実践する）
※「誰が、何を、いつまでに、どのような方法で、どの程度まで達成するのか」を明確にする

○新学習指導要領に係る研修の実施【全員、適宜実施】

○「私の授業スタンダード」の作成【全員、１月完成】

○全国学力・学習状況調査、県学力調査、ＮＲＴ、教材テスト、定着確認シート、市中学校新入生基礎学力定着
状況調査の活用によるＰＤＣＡサイクルの確立【全員、通年実施】

○「県授業スタンダード」の活用による互見授業や研究授業の実施、週案による省察【全員、通年実施】

○朝学習やスパイラルタイムの質的改善⇒ 重点教科の設定、ＴＴや習熟度別指導の実施、新聞を活用した学習の実施【全員、通年実施】

○ 「（例）Ａ単元⇔Ｂ単元、数学⇔理科、国語⇔総合、授業⇔家庭学習」等のカリキュラム・マネジメント【全員、通年実施】

○学校図書館機能（学習・情報センター、読書センター）の整備【 図書館教育担当・学校司書・図書ボランティア、通年実施】

○３点固定（学習開始時間、就寝時間、起床時間）の定着【全員・保護者、通年実施】

ＣＨＥＣＫ

現職教育委員会（アセスメント⇒戦略の見直し）⇔教科担任・学年担当・各校務分掌担当（資料作成）

○全国学力・学習状況調査（４月－３学年、国語・数学）
○県学力調査（１１月－２学年、国語・数学・英語）
○ＮＲＴ（１月－全学年、国語・数学・英語・理科・社会）
○教材テスト（ ８・３月－ １・２学年、 ６・８・９・１０・１２・１・２月－３学年、国語・数学・英語・理科・社会）
○定着確認シート（ ５・６・９・１１・１・２月－全学年、国語・数学・英語・理科・社会）
○市中学校新入生基礎学力定着状況調査（４月－１学年、国語・算数）
○ＱＵ（５・１０月－全学年）
○体力・運動能力調査（６月－全学年）

ＡＣＴＩＯＮ

現職教育委員会（新戦略を立てる）⇔教科担任・学年担当・各校務分掌担当（新たな戦術を練り、実践する）

ＰＬＡＮ⇔ＤＯ にある戦略の見直し・修正・改善を図り、新たな戦術を練り、実践する⇒新たなアプローチ

○研修

○「私の授業スタンダード」

○全国学力・学習状況調査、県学力調査、ＮＲＴ、教材テスト、定着確認シート、市中学校新入生基礎学力定着
状況調査の活用によるＰＤＣＡサイクル

○「県授業スタンダード」の活用による互見授業や研究授業の実施、週案による省察

○朝学習やスパイラルタイムの質的改善

○カリキュラム・マネジメント

○学校図書館機能の整備

○３点固定の定着

○その他


